
中学⽣・⾼校⽣の英語学習について

ホワイトローズ英語教室をご利⽤いただき誠にありがとうございます。当教室では英語学習を楽し

んでいただけるように最善を尽くしています。当教室の教育⽬標そしてその⽬標を達成するため、

どのように取り組んでいるかについて少し説明したいと思います。⼜、皆様が楽しくやりがいのあ

る学習体験をするために、クラス以外の時間でどのような勉強ができるかについてもお話ししよう

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。

私はよく⽣徒さんに、⾔語を学ぶことは⾼い⼭に登るようなものだと⾔います。上り坂が⻑いです

が、頂上からの眺めは努⼒する価値があります。マスターすることは⼤変ですが、新しい⾔語を学

ぶことで新しい世界が広がります。⾔語学習は、学習者の態度、⾔語に費やす時間、⾔語への関⼼

という3つの要素に依存しています。スポーツをしたり、楽器を習得しようとしている場合は、習熟

するために毎⽇練習する必要がありますね。ですから、新しい⾔語を学ぶときも、定期的で⼀貫し

た学習が結果を得るための鍵となります。実際、外国語で簡単な会話ができるようになるには、少

なくとも480時間の学習が必要であることが研究によって⽰されています。

もう⼀つ重要なことは、外語学習の場合、⾔語を教えてもらうだけではなく、⾃分から学ぶ必要が

あるということです。教師は⽣徒に必要な情報を提供し、それを活⽤する⽅法を教えられますが、

⽣徒⾃⾝の努⼒はそれ以上に重要です。中学⽣・⾼校⽣の場合、試験に合格するために英語を学ぶ

必要があります。ただ、学校の授業で⽂法の説明や練習に費やされる時間は完全に理解するには⼗

分ではない場合があります。教師はカリキュラムの関係上、単元ごとに教える時間が限られていま

す。授業についていけない⽣徒は、興味を失い、語学学習を嫌になってしまう場合もあります。

当教室では、英語の勉強をできるだけ⾯⽩くすることで、⽣徒さんが努⼒したい気持ちを育てるこ

とを⽬指しています。さらに、当スクールのカリキュラムはできるだけ学校の教科書に合わせて考

えられています。学校と異なることを勉強するのではなく、別の⽅法で同じ内容を学んでいただき

ます。簡単にまとめると、ホワイトローズの⽬標は、⽣徒さんの負担を増やすことではなく、学校

の勉強をサポートして、英語の基本作りを分かりやすく、楽しく指導することです。
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ホワイトローズ英語教室の理念

ホワイトローズ英語教室では、⽣徒たちに貴重な語学学習体験をしてもらいたいと考えています。標

準化されたテストを受けるために勉強するだけのではなく、⾔語学習への愛情を育むことを⽬指して

います。これは、将来的に確実な結果につながると信じています。価値のある体験をできるように、

ホワイトローズ独⾃のカリキュラムを⽤意しています。

Grammar:�

多くの⽣徒さんは、⽂法を学びたくない、ただ英語を話したいだけだと⾔います。しかし、その⽂法

を知らずに英語を話すことはできません。⽂法は⽇本語で説明され、英会話を通して練習されます。

必要に応じて、ワークもレッスンに取り⼊れています。

Situational：

英語には、⽇常会話で頻繁に使⽤される「キーフレーズ」というものがあります。⽣徒さんはレスト

ランで注⽂する⽅法や、お医者さんにどこが悪いのかを伝える⽅法を学べます。

Culture�in�the�classroom:

他国の⽂化について学ぶことで、その国の⾔語に対してより関⼼を持てるようになります。ハロウィ

ーンやクリスマスなどの⽂化は、⼩さい⼦供たちにとって楽しいだけでなく、中学⽣・⾼校⽣の⽣徒

たちのレッスンにも「スパイス」を加えることができます。

School�support:

教材を作成する際には、可能な限り、地元の公⽴学校で使⽤されている教科書を参照します。悩んで

いるときやテスト前に復習したいとき、適切な指導を⾏っています。⽣徒さん⾃⾝も、Lineアプリで

いつでも講師に連絡して、質問したり、ちょっとした助けを求めたりすることができます。

Making�learning�fun:

学習は常に楽しい経験であるべきだと信じています。⽣徒さんが勉強を楽しむことができれば、それ

だけ継続する可能性が⾼くなります。そのため、この中学⽣・⾼校⽣のコースのカリキュラムにもゲ

ームや楽しいアクティビティを取り⼊れています。
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Have fun learning!
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